
国ー１CDL （Concept Description Language）の仕様策定と標準化
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CDL.core RDF+OWL

CDL.nl

CDL.unl, .jpn, .eng, .chi,.. CDL.math, .prog,
.movie, .music etc.

コンテンツ層：企業ドキュメント、キャンパスドキュメント、政府ドキュメント、映像コンテンツ、
音楽コンテンツ等

(意味構造)

(メタデータ)

(構文構造)

応用層： (例)コンテンツベース知識マネージメント＆知識コモンズ [地球規模からグループ規模まで]

メディア
層：

CDLs

：仕様策定、標準化

コンテンツの意味構造（概念構造）
の記述を行うための言語、CDLの
コア部分（CDL.core）と自然言語
共通部分（CDL.nl）の最終仕様を
確定し、その国際標準化を実現す
る。セマンティックWebやXMLと密
に連携することから、W3Cへ提案
する。
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［地球規模からグループ規模まで］

【知的情報通信基盤のキーテクノロジー：CDL】

セマンティックICTを実現するCDL

セマンティックICTによるコンテンツ産業、サービス産業、
知識産業の高度化

セマンティックICTによる情報基盤、知識基盤、教育基
盤の高度化

高度情報通信基盤による知的生産性の飛躍的向上

u-Japanが描く豊かな情報通信社会が実現し、途上
国も参加できる真の国際ICT社会の実現に向かう。


